
1．はじめに
　サッカラ遺跡は、前 3100 年頃の王朝の開闢により
首都となり古代エジプト史を通じて行政の中心であっ
た都市メンフィスの主要な墓地である。従来の当該遺
跡での発掘調査は、サッカラ台地の上に造営されたピ
ラミッド群や大型マスタバ墓をはじめとする初期王朝
時代や古王国時代の王族やエリート墓の発掘調査が中
心であり、20 世紀末になってようやく新王国時代の
墓地の発掘調査が実施されるようになった。一方で、
新王国時代の国家神アメンの聖地であるテーベのネク
ロポリスの調査は約 200 年に及ぶ長い歴史があり、従
来の新王国時代史はテーベの豊富な資料を中心に考察
されてきたと言っても過言ではない（河合 2020）。こ
のような状況に鑑みて、発表者は 2015 年度からサッ
カラ・ネクロポリスにおける新王国時代の墓地の調査
研究を開始した。これまで踏査、測量調査、物理探査
を行い、その結果、新たに新王国時代の墓地を確認す
るとともに、北サッカラ台地の東斜面に新王国時代の
墓地が存在する可能性が高いとの結論に至った

（Kawai 2021a）。そして、2017 年に試掘調査を開始し、
新王国時代第 18 王朝に年代づけられる遺物を包含す
る層を確認したが、同時代の遺構の検出には至らな
かった（図 1）。そして、2019 年に実施した 2 回の発掘
調査では、グレコ・ローマン時代のカタコンベ（地下
集団墓地）を発見した（図 2）（Kawai 2021b）。これを受
け、北サッカラ遺跡の発掘調査による古代エジプトの
埋葬文化の変容を新たな調査目的とした。そして、コ
ロナ禍による約 4 年間の調査の中断の後、2023 年 8
月に再び本格的な発掘調査を再開し、新王国時代の墓
を含む初期王朝時代からローマ支配時代にかけてのさ

まざまな時代の墓を検出した。本発表では、カタコン
ベの発掘調査の準備を行った第 6 次調査と 4 年ぶりの
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図 1　�調 査 区 周 辺 地 図（The North Saqqara Archaeological 
Sites: Handbook for Risk Analysis,�2012 を改変）

図 2　カタコンベ外観
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本格的な発掘調査を実施した第 7 次調査の概要を報告
する。

2．第 6次調査の概要
　2019 年度の第 5 次調査で発見されたカタコンベは、
グレコ・ローマン時代のメンフィスの人々の埋葬習慣
を明らかにする上で極めて重要な遺構である。コロナ
禍後の最初の調査となる第 6 次調査は 2023 年 2 月か
ら 3 月に実施され、カタコンベ内部の天井の崩落を防
ぐための保護フレームの設置作業開始前の記録と設置
作業、そして第 7 次発掘調査の準備調査を行った。
　カタコンベ発見時に岩窟部内部を観察したところ、
天井から各所で岩盤が崩落し、大きな岩塊が通廊を塞
いでいた。今後の内部のクリーニング調査を実施する
ためにまず天井から岩盤が崩落するのを防止するため、
鉄製の保護フレームを設置することが喫緊の課題で
あった。第 6 次調査では、TOPPAN の支援を受け、
鉄枠設置前のカタコンベの状況の三次元レーザー測量
を実施し、同時にフォトグラメトリによる三次元モデ
ルの作成を行った（図 3）。これらの記録作業と同時に
カタコンベ内部の観察を行い、側室、タブロー、ステ
ラ（石碑）、壁画、グラフィティの調査を行った。南壁
に嵌め込まれたステラに彫られたギリシア文字の碑文
から、東側からそれぞれメネシテア、ヘロイデス、ア
ンモニアという名の人物に捧げられたものであること
が明らかとなった（図 4）。カタコンベ内部の保護フ
レームの柱を設置するため数カ所で部分的なクリーニ
ング作業を行ったところ、入口付近からテラコッタ製
のイシスアフロディーテ女神像 2 点と女神の冠の像が
出土した（図 5-1、2、4）。また、カタコンベ内の埋葬
に伴う完形の土器は多くが所謂「Cooking Pot」と呼

ばれる壺形土器であり、前 1 世紀から 1 世紀頃に年代
付けられる。

3．カタコンベのクリーニング
　2023 年 8 月から 9 月に実施した第 7 次調査の優先
課題は、第 6 次調査に引き続きカタコンベ内の保護フ
レームの設置作業であった。まず、作業が終わった入
口部付近の R1-R2、L1-L2 でクリーニングを実施し
た。今次調査では、地表面から砂層を約 1 m 掘り下
げ、カルトナージュ製の女性のミイラマスク（図 6）、
テラコッタ製のイシスアフロディーテ女神像（図 5-3）、
ガチョウに乗るハルポクラテス像（図 5-5）、ローマン
ランプ、ウンゲタリウムと呼ばれる瓶形土器などが出
土した。また、北壁からはカタコンベ外由来の石材が
縁の部分を石膏プラスターで塗られた状態で検出され
ており、おそらく側室の入口の封鎖壁であると考えら
れる。また、南壁では新たにギリシア文字のグラフィ
トが発見された。この部分の砂層の堆積は床面まで約
1 m あると想定される。
　カタコンベの内部では男性のものと見られるカルト

図 3　カタコンベ北側エレベーション（オルソ画像）

図 4　カタコンベ南壁のタブローとステラ
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ナージュ製のミイラマスクがミイラの顔部を覆ってい
る状態で確認され（図 7）、さらに南壁西部の壁画は側
室の入り口の封鎖壁の上に描かれていることが判明し
た。

4．マスタバ・エリアの発掘調査
　第 7 次調査では、カタコンベ内部の保護フレームの
設置作業の間に、カタコンベに上部からの土砂が流れ
込まないようにカタコンベの穿たれた崖上のクリーニ
ングを実施した。クリーニング中に日干レンガ製の壁
体とシャフトと思われる矩形の窪み（R-031）が検出さ
れたことから周辺の発掘調査に着手した（図 8、9）。
シャフトと思われる遺構の西側の壁体を精査したとこ
ろ、周囲の初期王朝時代のマスタバの日干レンガと同
規格の日干レンガからなるマスタバの一部と考えられ
る壁体が確認され、その外側にそれよりもやや大きな
規格の日干レンガの壁体が石灰岩ブロックの壁体の上
に積まれている様相が確認された。そして同様の壁体
は南側と東側にも認められ、壁体の面の下部の延長線
上に垂直に掘削された岩盤があることから、これらの
壁体がシャフトの壁体であることが判明した。シャフ
トの北壁は未発掘であるが、東西の幅は 2.6 m あり、
南北の幅はそれ以上の長さになることから、類例から
考えると末期王朝時代の大型シャフトと推定される。
このシャフトの発掘調査は次期調査に行う予定である。
なお、前述の初期王朝時代のマスタバ墓の壁体の一部
については、今後遺構の範囲を精査する必要がある。
　さらに西側に発掘区を拡大したところ、シャフトの
南西から 16 基の土壙墓が検出された。最も残存状況
が良好な土壙墓（R-042）は、長さ 185 cm、幅 21 cm～

図 5　カタコンベ入口付近から出土したテラコッタ製像 図 6　�女性のカルトゥナー
ジュ製ミイラマスク

図 7　�男性のカルトゥナー
ジュ製ミイラマスク

図 9　第 7 次調査発掘エリア外観

図 8　第 7 次調査発掘エリア・オルソ画像平面図
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31 cm の木棺に収められたミイラマスクを被る仰臥伸
展葬の遺体が検出されたものである。ミイラマスクの
鬘が黄色の下地に赤と青のストライプで装飾されてい
ることから、おそらく第 25 王朝からプトレマイオス
朝時代の間に年代づけられる（図 10）。その北隣には、
新王国時代第 18 王朝前半に特徴的な複数の土器を伴
う東西約 2.2 m、南北 0.8 m の土壙墓が検出された

（R-043）。遺体はほとんど残存していなかったが、遺
体を収めていた木棺の一部が残存しており、木棺の表
面を装飾していた彩色プラスターが日干レンガに張り
付く形で確認された。装飾パターンから、リシ棺が納
められていた可能性が高い。周辺にあるいくつかの土
壙墓も切り合い関係から判断すると第 18 王朝に年代
付けられる。
　これらの土壙墓群の東側からは東西方向で長軸
2.26 cm、南北方向で単軸 1.5 m を測る矩形の日干レ
ンガ製の墓（R-051）が検出された（図 11）。遺構の壁体
上部に残存する日干レンガの積み方から、墓には本来
ヴォールト天井があったと推察される。遺構内より出
土した 2 点の完形土器の年代から墓はプトレマイオス

朝時代に年代付けられる。矩形の遺構の中央にはレン
ガ列があり、レンガ列を外すとその下に男性の遺体の
埋葬が確認された。

5．カタコンベ南エリアの発掘調査
　2019 年度の第 5 次調査では、第 3 次調査の試掘ト
レンチとカタコンベの間の部分は掘り残した状態で
あったため、第 7 次調査の課題としてカタコンベ南側
の発掘調査を実施した（図 8、9）。
　カタコンベから南側に約 5 m に位置する石灰岩の
露頭からは、奥行き約 130 cm、幅 95～130 cm、高さ
70～80 cm を計る小型の岩窟墓が検出され、内部には
すでに風化した箱形木棺に収められた屈葬の遺体が確
認された（R-057）（図 12）。共伴したエジプト・アラバ
スター製の皿は初期王朝時代第 2 王朝頃に年代付けら
れた。前述のマスタバ・エリアでも壁体の一部が確認
されたように、北サッカラ台地の東端部には初期王朝
時代の高官の大型マスタバ墓が位置している。今回の
発見により、初期王朝時代には斜面にも墓が造営され
ていたことが明らかとなり、初期王朝時代における墓

図 10　R-042 出土、土製ミイラマスク

図 11　プトレマイオス朝時代の日干レンガ墓の埋葬

図 12　初期王朝時代第 2 王朝頃の岩窟墓屈葬遺体出土状況
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地の形成について新知見を得ることができた。
　第 2 王朝の岩窟墓の南には尾根状の斜面がある。こ
の斜面を掘り込んだ土壙墓が 10 数基検出された。特
に特徴的な土壙墓は、土壙墓群で最も西側に位置する
R-052 と呼称される楕円形状の土壙墓である。南北方
向で長軸約 2.3 m、東西方向で単軸 0.9 m を測る。土
坑内には仰臥伸展葬で頭位方向が北西で顔を東側に向
けた人骨が収められ、その横で本来遺体を覆っていた
と見られる彩色木棺の破片が検出された。この木棺片
は、特徴的な羽根状の黒点が施された装飾から、第
17 王朝から第 18 王朝初期に特徴的なリシ棺の破片で
あり、サッカラ・ネクロポリスでは 2 例目である。木
棺の底板に接する付近からは蓋付の壺、口縁部が黒く
彩色された赤色土器、キプロスやレヴァント由来の
Base Ring Ware、リュトン形のエジプト・アラバス
ター製石製容器、ドームヤシが出土した。これらの遺
物からこの土壙墓の埋葬は第 18 王朝初期に年代付け
られる。その他の周囲のいくつかの土壙墓も第 18 王
朝に年代付けられることから、当初の目的である新王
国時代における墓地形成の問題に適う発見となった。
　その他周囲からは R-061 や R-064 といった幼児が
埋葬された土壙墓も検出された。R-061 は幼児の遺体
をシルト（沖積土）泥で矩形に覆った土棺であり、土壙
の切り合い関係から第 18 王朝に年代付けられる可能
性が高い。また、R-061 では足元に置かれた特徴的な
青銅製腕輪からプトレマイオス朝時代の幼児埋葬であ
る可能性が高い。
　これらの土壙墓群のある尾根の上層の表層からは
ローマ支配時代の単純埋葬が複数検出された。これら
は深い土壙を掘った墓ではなく、表層あるいは浅い土
壙を掘って遺体を埋葬したものである。ミイラ化され
た遺体に亜麻布を巻いたものからミイラ化せずそのま
ま遺体を埋葬したものなど埋葬様式は多様であった。
　さらに土壙墓群の南側には斜面を人為的に垂直に切
り落とした部分があり、一部日干レンガ製の壁体を垂
直に削っている（図 8）。この南側には硬くしまりのあ
る床面のような水平面があり、何らかの遺構の前庭部
である可能性が高い。この部分の性格については今後

の調査で明らかにする予定である。

6．まとめと今後の展望
　2019 年の第 5 次調査では、グレコ・ローマン時代
のカタコンベが検出されたが、約 4 年ぶりの発掘調査
となる第 7 次調査では周辺から初期王朝時代第 2 王朝
からローマ支配時代に及ぶさまざまな時代の墓を発見
することができた。調査の成果は、サッカラ・ネクロ
ポリスにおける墓地の形成と展開について新たな知見
をもたらすものとなった。まず、初期王朝時代の岩窟
墓は従来調査が行われてこなかったサッカラ台地の東
側斜面から検出されたものであり、初期王朝時代の墓
域の分布を再考する契機となった。新王国時代第 18
王朝初期の複数の土壙墓も、従来確認された同時代の
土壙墓群よりも密度が高く、新王国時代における墓地
の形成についても新知見がもたらされた。今後の発掘
調査と研究により、初期王朝時代からローマ支配時代
にかけての古代エジプト約 3400 年間の埋葬文化の変
容を明らかにしていきたい。
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